
  
  

  

  

  

  

                                                        

                                                                                                    

  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

        

    

  

  第第 114455 号号  

  

号号  

平平成成２２８８年年  

５５月月１１２２日日発発行行  

伝伝染染性性紅紅斑斑（（通通称称：：りりんんごご病病））春春かからら夏夏にに増増加加傾傾向向  

  

  

HHIIVV 感感染染をを早早くく見見つつけけてて適適切切なな治治療療をを行行ええばば、、エエイイズズのの発発症症をを抑抑ええるるここととががででききまますす。。  

当当セセンンタターーでではは、、早早期期発発見見・・早早期期治治療療ににつつななげげるるたためめにに、、HHIIVV 検検査査普普及及週週間間ににああわわせせてて相相談談・・検検査査をを実実施施

ししまますす。。  

日日  時時    平平成成 22８８年年 66 月月２２日日（（木木））1177::００00～～1199::3300        場場  所所    若若狭狭健健康康福福祉祉セセンンタターー  

内内  容容    相相談談・・血血液液検検査査                  予予約約はは不不要要でですす  ☆☆無無料料・・匿匿名名でで受受けけらられれまますす  

  

ママダダニニがが媒媒介介すするる「「日日本本紅紅斑斑熱熱」」がが、、昨昨年年 1100 月月、、県県内内でで 1100 年年  

ぶぶりりにに確確認認さされれままししたた。。日日本本紅紅斑斑熱熱はは、、発発生生地地域域のの拡拡大大ととととももにに  

患患者者もも急急激激にに増増ええてていいまますす。。仕仕事事ややレレジジャャーーななどど屋屋外外活活動動のの機機会会がが  

増増ええるる季季節節でですすがが、、屋屋外外どどここででもも起起ここりりううるる感感染染症症でですす。。  

【【参参考考】】国国立立感感染染症症研研究究所所ホホーームムペペーージジ「「ママダダニニ対対策策、、今今ででききるるこことと」」  

  hhttttpp::////wwwwww..nniihh..jjpp//nniiiidd//jjaa//ssffttss22228877--eenntt//33996644--mmaaddaanniittaaiissaakkuu....hhttmmll  

  

  

[[発発信信者者]]  若若狭狭健健康康福福祉祉セセンンタターー  
          地地域域保保健健課課  上上良良・・宮宮下下  

TTEELL：：00777700--5522--11330000    
FFAAXX::  00777700--5522--11005588  
ﾒﾒｰーﾙﾙ：：  ww--ffuukkuussii--cc@@pprreeff..ffuukkuuii..llgg..jjpp  
※※ここちちららののチチララシシはは当当セセンンタターーホホーームムペペーージジかかららダダウウンンロローー

ドドででききまますす。。  

  [[発発信信者者]]  若若狭狭健健康康福福祉祉セセンンタターー  

地地域域保保健健課課  宮宮下下  

TTEELL：：00777700--5522--11330000  FFAAXX::00777700--5522--11005588  

福福井井県県感感染染症症発発生生動動向向調調査査速速報報  
（（第第 1144 週週  HH2288 年年 44 月月 44 日日～～第第 1177 週週  HH2288 年年 55 月月 11 日日））  

22 類類：：結結核核  99 名名  （（00 名名））  
33 類類：：腸腸管管出出血血性性大大腸腸菌菌感感染染症症  11 名名  （（00 名名））  
44 類類：：レレジジオオネネララ症症  11 名名  （（00 名名））  ＡＡ型型肝肝炎炎  11 名名（（00 名名））  
55 類類：：侵侵襲襲性性肺肺炎炎球球菌菌感感染染症症  22 名名（（11 名名））  、、梅梅毒毒  １１名名（（００名名））  

播播種種性性ククリリププトトココッッククスス  11 名名（（００名名））    急急性性脳脳炎炎  11 名名（（00 名名））  
アアメメーーババーー赤赤痢痢 11名名（（00名名））破破傷傷風風 11名名（（00名名））    ＊＊（（  ））内内はは若若狭狭管管内内
のの発発生生  

夜夜間間エエイイズズ・・肝肝炎炎検検査査をを実実施施ししまますす  

リリベベリリアアででエエボボララ熱熱終終息息宣宣言言  

  

  伝伝染染性性紅紅斑斑はは、、子子どどもものの両両ほほおおががりりんんごごののよよううにに赤赤くくななるるこことと

かからら、、「「りりんんごご病病」」とと呼呼ばばれれてていいまますす。。例例年年、、春春かからら夏夏ににかかけけてて患患

者者数数がが増増加加しし、、55～～99歳歳ででのの発発生生がが最最もも多多いいでですすがが、、大大人人ででももかかかか

るる感感染染症症でですす。。  

  大大人人がが感感染染すするるとと、、ほほおおのの紅紅斑斑のの頻頻度度はは低低くく、、関関節節痛痛やや頭頭痛痛なな

どど子子どどももととはは異異ななるる症症状状をを示示ししまますす。。妊妊婦婦がが感感染染すするるとと流流産産ののおお

そそれれががあありりまますすののでで注注意意がが必必要要でですす。。  

  特特別別なな治治療療法法ははななくく、、ワワククチチンンにによよるる予予防防法法ももあありりまませせんんがが、、

妊妊娠娠中中のの方方はは、、流流行行時時期期にに感感冒冒様様症症状状のの人人にに近近づづくくここととをを避避けけまま

ししょょうう。。  

                                                        
中中南南米米をを中中心心ににジジカカウウイイルルスス感感染染がが報報告告さされれてていいまますす。。ジジカカウウイイルルスス感感染染症症はは蚊蚊がが媒媒介介すするる感感染染症症でで、、基基本本的的にに

感感染染ししたたヒヒトトかからら他他ののヒヒトトにに直直接接感感染染すするるよよううなな病病気気ででははあありりまませせんん。。  

日日本本でで感感染染ししたた症症例例ははあありりまませせんんがが、、海海外外のの流流行行地地でで感感染染しし、、国国内内ででもも帰帰国国後後にに発発症症ししたた例例がが見見つつかかっってていいまま

すす。。海海外外のの流流行行地地へへ旅旅行行さされれるる際際はは、、肌肌ををででききるるだだけけ露露出出せせずず、、虫虫よよけけススププレレーーをを使使用用すするる等等、、蚊蚊にに刺刺さされれなないいよようう

注注意意ししててくくだだささいい。。  

感感染染ししててもも、、症症状状ががなないいかか、、軽軽度度のの発発熱熱、、頭頭痛痛、、関関節節痛痛ななどど比比較較的的症症状状はは軽軽くく、、特特別別なな治治療療をを必必要要ととししまませせんん。。  

  ししかかしし、、妊妊娠娠中中ののジジカカウウイイルルスス感感染染とと胎胎児児のの小小頭頭症症にに関関連連がが示示唆唆さされれてていいるるここととかからら、、妊妊婦婦のの方方のの流流行行地地へへのの渡渡航航

ににはは注注意意がが必必要要でですす。。  

ジジカカウウイイルルスス感感染染症症（（ジジカカ熱熱））ににつついいてて  

――妊妊婦婦おおよよびび妊妊娠娠のの可可能能性性ののああるる方方ははごご注注意意くくだだささいい。。――  

  

  

夜夜間間エエイイズズ・・肝肝炎炎検検査査をを実実施施ししまますす！！  

http://www.nih.jp/niid/ja/sfts2287-ent/3964-madanitaisaku..html

